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研究成果の概要（和文）：保育における「自然の意義」を明確に示し、保育現場に啓発するとと

もに、実施を困難にしている現状の打開策の検討やモデル実践を提案した。植物あそびなどの

自然に親しむ保育事例から、五感をつかう、想像力や探究心を働かせる、考えを言葉で表現す

る、知的好奇心や探求心などが豊かになるなど、育つ力が示された。保育者が困難を感じてい

る植栽や管理、植物遊びなどに対して助言を行い、保育現場での積極的取り組みを支援した。

さらに、モデル的保育実践として「宿泊型の自然体験教室」を開催し、保護者アンケートなど

から意義と課題を示した。 

 

研究成果の概要（英文）：The “significance of nature” in early education was clarified, and 
through the edification of the learning center environment and practical models, 
suggestions for solutions concerning on-site difficulties were considered.  
Developmental growth was demonstrated in case studies involving interaction with plants, 
where progress was characterized by use of the five senses, discovery and exercise of the 
imagination, verbalization of thoughts, cooperation with others, and development of 
intellectual curiosity and an explorative mind.  
In areas troublesome for educators, such as cultivation and management or advisement of 
children on the incorporation of plants into play, an active role was taken in support of the 
learning center environment. In addition, an “overnight nature experience workshop” was 
hosted as a practical model, and the significance and challenges according to parent 
surveys were shown. 
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１．研究開始当初の背景 

現代社会は自然や伝統、生活文化などの多様な環境

が急速に失われ、人間関係が希薄になる一方で、実体験

や実感を伴わない知識にあふれ、多国籍文化が入り乱れ

ている。このような中、幼稚園・保育所が地域や家庭に

代わる重要な体験の場、特に自然体験の場となっている。

しかしながら、「自然に親しむ保育」の重要性に反して、

研究代表者らが行った実態調査などによれば、幼稚園、

保育所には実施しにくい現状があることがわかってい

る。たとえば、（１）保育に対する社会的ニーズが多様

化し、延長保育、夜間保育、預かり保育、休日保育、相

談業務、子育て支援など、あるいは、保護者が求める多

様な保育内容など、（２）都市化による自然の減少や園

庭の確保が十分でないなど、身近な自然環境を準備する

ことが困難であり、都心部での園環境の整備・改善の手

法が浸透していない、（３）保育者養成教育が不十分で、

学生の自然体験不足に加え、物理的な制約や座学中心の

授業により、実践的教育が確保されにくい、また、自然

領域は半期１単位が資格要件となっているのみで、十分

な養成がおこなわれていない、（４）自治体や民間団体

による環境教育や自然教室など、多くの企画が実施され

ているが、幼児対象は少なく、幼稚園・保育所などの研

修においてもテーマとなりにくい、などである。 

 
２．研究の目的 

幼少期から自然に親しみ、動植物と触れて遊ぶ体験

は、知的好奇心を育て科学的思考力を培うために重要で

あるが、自然が好きで大切に思う環境保全の意識、ある

いは命あるものに触れてその大切さに気づくなどの心

の教育にとっても必要不可欠であると考えられている。

しかしながら、前述したように取り組みにくい背景があ

り、改めて「保育における自然の意義」を明確に示し、

広く浸透させる必要があるとともに、実施を困難にして

いる現状を打開する方策を検討することが差し迫った

課題である。今回は、園環境の整備・改善の手法や自然

や動植物にかかわる保育の実践事例などについて広範

な情報の収集とともにモデル的保育実践を提案し、さら

に現職者研修などを実施して現状の打開を試みる。これ

らの啓発や保育現場に対する支援により、より多くの園

で「自然にかかわる保育」が十分実施されるようになる

ということが最終目標で、その一歩となることを目的と

する。 

 
３．研究の方法 
主な研究方法は次のとおりである。 

（１）当初の計画では、研究代表者らが作成した汎用「育

つ力の評定基準」によって、数量的・経年的に「自然に

親しむ保育の意義」を示すこととしていた。しかし、事

前調査を実施した結果、教育効果を数量的に把握するこ

とが困難であることがわかり、今回は幼稚園・保育所に

おける実践事例を調べ、幼児の発達する姿を丁寧に分析

するエピソード研究を行うこととし、このことで「自然

に親しむ保育の意義」を示すことを試みた。また、ホー

ムページを公開し情報発信を行うとともに、関係学会で

の自主シンポジウム開催により、広く保育者や養成機関

の教員に対して、自然に親しむ保育の意義を啓発した。 

（２）保護者アンケートを行い、保育現場における自然

保育や環境教育について検討した。また、2012 年 3 月

に現職保育者対象の研修会を開催し、自然に親しむ保育

の意義を確認するとともに、実施を困難にしている課題

への解決方法を提言し啓発した。さらに、学生アンケー

ト結果を基に、保育者養成の教育内容を検討し、自然領

域の充実の一助とした。 

（３）モデル的保育実践として、2012 年 9 月に「幼児

のための自然体験教室」を開催し、4～6 歳児 23 名に対

して宿泊自然体験を実施した。幼児の様子を観察し、実

施後には保護者アンケートを行って、子どもの変化や保

護者の考えを分析して、その意義や課題を示した。 

 

４．研究成果 

(1) 「自然に親しむ保育の意義」の確認と啓発 

①優れた実践事例や自然環境について、園見学と情報

収集を行った。樹木を多く植栽したり、ビオトープの

導入をしたり、また、採光や通風、園舎内への植物の

取り入れなどの工夫をしていた。このように園環境を



改善し、あるいはより活かして保育を実践している園

を訪問調査し、幼児の姿の記録を整理分析して、以下

のような結果が得られた（主な事例を示す）。 

＜事例１＞ヒイラギナンテンの色水遊び：ヒイラギナ

ンテンの木から実を集めて、つぶして色水遊びを始め、

ジュースに見立てたりして遊んだ。保育者が幼児の気

持ちを受け止め共感し、枝の場所を教たりすることで

遊びが継続し発展した。 

このことから、植物とかかわることで五感（触覚や

嗅覚）を刺激する、さらに想像力や探究心を働かせた

り、考えを言葉で表現したり仲間同士でコミュニケー

ションをとるなどの体験ができ、その体験の広がりと

繰り返しから、感性や探究心、想像力、表現力などが

育つと期待される(表＜事例 1＞参照)。 

＜事例２＞ボダイジュの幹の穴をめぐって：幹の穴

の発見から、穴の中の探索活動に広がり、いくつかの

手段を自ら考え工夫しながら 5 日間にもわたって継続

して探索した。この一連の探究体験は 5 歳児 3 名と 6

歳児 1 名が共有することで楽しみが増加し、保育者が

好奇心をこわさない程度に助言し見守ることでより深

まった。 

興味・関心という好奇心から推測し深く追求すると

いう知的活動に深まり、このような探究心から、工夫

する力や考える力、想像する力へとつながった(表＜事

例 2＞参照)。 

＜事例 3＞焼き芋の灰で熱を体験：園庭で焼き芋をす

ることになり、マツバボウキで年長・年中の子どもた

ちが大きなアオギリの葉を集め、プラスチック製のそ

りに落ち葉を積み上げ、三輪車で引き始めた。また、

落ち葉の下に冬眠に入る幼虫やガの羽を見つけたり、

芋を焼き終わった後の灰に水を加えて泥んこ遊びが始

まった。灰が冷えるのを待ちきれず手をつけてみて「あ

ちっち！」。教師が温度計で温度はかってみようと提案

する。 

このようなホウキを使う労働体験、うまく運ぼうと

考えて工夫する体験、生き物を発見し触れる体験、手

を伝って感じる「熱さ」で温度の概念を理解していく

などの経験ができ、命への関心、好奇心・探究心など

の様々な力が育つと期待できる（表＜事例 3＞参照）。 

自然とかかわる体験は、人工的な環境では得られな

い多様で深まりのある体験が得られ、成長発達の上で

必要な体験として非常に質の高い体験となり得る。樹

木や草むらなど、安全で豊かな体験ができるような園

内の環境整備によって、偶発的な自然との関わりや、

生き物との直接的接触が可能になる。また、保育者の

働きかけが重要であることがわかった。 
②2011 年にホームページの開設を行い、自然保育がよ

り一層実施されるため、また、養成教育の教員の関心



を高めるため、情報発信し随時更新している。 
③関連学会でシンポジウムを４年連続で開催し、保育

や養成教育での課題を明確にし、その対応について実

践実例を混じえて提言を行った。2010 年の日本保育学

会シンポジウム内容の要旨は以下のとおりである。 
幼児期に必要な体験は、まず、人間が進化の過程で獲

得した機能や知力を発揮するような体験（昼夜のリズ

ムに合わせた睡眠、充実した活動と空腹、寒さで身震

いし暑さで汗をかくなど）があり、また、人が人とな

るために必要な体験（他人と折り合いをつける、手先

を使う、考える、創意工夫する、約束を守るなど）が

ある。さらに、日本の伝統や文化、自然に触れ、日本

人独自の感性を培うような体験である。 
子どもの人間形成の視点から「多様な体験」「豊か

な体験」を保障することが必要で、特に自然や動植物

と触れ合う体験は、心揺さぶられ、未知の世界に驚嘆

し慄く瞬間があふれている。その瞬間、瞬間の積み重

ねによって、心身の強靭さだけでなく、好奇心や探究

し思考する意欲、学びの芽が育つことが期待できる。 

(２) 「自然に親しむ保育」の実施における課題 
①保護者に対してのアンケート調査結果から、幼児の環境

意識の形成にとって保護者の生活態度や環境に対する価

値観などが大きく影響を与えることがわかった。環境に配

慮した生活や自然に親しむ生活をを実践し、大人とと

もに子どもが一緒に体験することがもっとも有効で、

幼稚園・保育所は最初の環境教育を行う場として、重要な

役割があり、環境教育や自然保育の充実が望まれる。               
②2012 年 3 月に現職保育者を対象とした「自然と保育

研修会」を開催し、現職保育者が困難を感じている課

題とそれへの対応を考え、取り組みを一層進めること

を試みた。その際に、参加した保育者 29 名にアンケー

トを行い、自然とかかわる保育の実施における課題を

探った。汚れやけがのおそれ、早期教育を望む親の理

解と連携を得ること、保育計画に無理なく位置づき、

年間を通して継続的に行われなくてはならないことな

どの考えがわかった。具体的な課題に対して、研修会

で討論し、研修担当者の回答などを以下のようにまと

めて提言を行った。 

・ 園庭に多くの樹木や草を植栽することが重要。昆虫

や小動物、鳥がきて豊かな生き物の環境が出来上がり、

子どもが活動を作り出し好奇心や探究心を高めていく。 
・収穫物を生で食べることができない場合があるが、

家庭に持ち帰る、クッキング保育として子どもと一緒

に調理して食べるなど、工夫をする。 
・剪定した後の樹木や落ち葉など、園庭に残しておく

と遊びの材料になり、砂地などでも肥沃な土地になっ

ていくので、土地の改良法として重要。また、マメ科

の植物（シロツメグサ、レンゲなど）を植え、窒素分

を多く含む肥沃な土にしてから樹木を植えるとよい。 
・地域の在来の樹木や草を豊かに植栽して自然を豊か

にする努力が必要。 
・ちぎって遊んだりつぶして遊んだりする植物を意識

的に増やす。範囲や量を決めて使っていくよう話す。

実のなる木や登れる木を植えて、遊びの空間を増やす。

ビワやキンカンなどは成長が速いのでお勧めできる。 
・年に一度の運動会のために、園庭の植栽を制限する

のはナンセンスで、たとえ園庭の真ん中に樹木があっ

たとしても、それなりの使い方を工夫したり、広い敷

地を必要とするなら近隣の学校や公園を利用する。 
・木登りの木には、わらなどで保護してロープをかけ

年に一度は点検して木の保護もしつつ、ぶら下がる木、

登る木、ブランコなどにする。 
・キョウチクトウ、チューリップの球根などは食べる

と死に至ることもあり、チャドクガやイラガのように

刺されると痛い毒のある生きもの、植物もあるが過剰

に制限したり殺虫剤などを使用したりするのはやめた

い。調べて知っておくことは必要。 
③自然保育が指導できる保育者を養成するため、養成

教育課程の授業内容を検討した。自然保育を実施する

際に、保育者の役割は重要であり、自然への感性や生

き物への興味・関心、知識、技術が問われる。養成校

の学生は「理想の園環境」として豊かな自然環境を求

めており、幼児期の自然体験が必要であるということ

は認識している。今回の学生調査で、葛藤や疑問、課

題を見出すような学生自身の実体験を増やす必要性が

わかった。また、学生の自然への感性を育むための、



命のめぐりや天体などの自然の持つ不思議感に触れ、

自然への関心を高めるような教育内容が有効であるこ

とがわかり、そこから自然への畏敬の念や親和感を醸

成することが期待できることがわかった。 
（３）モデル的保育実践の提案：宿泊型自然体験 
宿泊型の自然体験は子どもが非日常的な大自然とふ

れあい、自然への関心を高めるとともに、宿泊の機会

を通して自立を大きく促すことが期待でき、日常で繰

り返し行われる自然に親しむ保育に加えて実施するこ

とが望ましい。今回はこのような意義を踏まえて一泊

二日の「自然体験教室」を実施して、23 名の幼児の自

然体験や生活体験する姿を丁寧に観察記録し、また、

実施後に行った保護者アンケート結果などを分析して、

意義と課題を検討した。今回は数量的な把握はできな

いが、ビデオ映像や自由記述の整理などを通して、以

下のような宿泊自然体験の有効性が示された。 
①希少で日ごろで会うことのないカニへの執着が想像

以上に強く、川遊びとともに子どもの原体験としては

効果的であることがわかった。カニを育てることに意

欲を見せる幼児もいて、命の大切さや尊さを伝えるこ

とも同時に行い、子どもの感性を育て、命あるものへ

のかかわり方を学ぶ機会にすることが重要である。 
②保護者が幼少期に自然体験を豊かにしていれば、現

代の子ども達にとっての必要性がより理解されること

がわかったが、保護者の中にも自分自身が直接体験を

してきていない場合も多く、このような理解の素地を

持たない層への浸透が今後の大きな課題である。 
③ビデオ映像の子どもの様子から、自然体験の機会を

数多く設定し、大自然に触れる機会を数多く持つこと

に意義はあると思われる。夜の暗闇を体験したり、森

の散策の途中でクモの巣を見つけるなど、宿泊という

ゆっくりと流れる時間ならではの体験や、日常の生活

空間の中では見落としがちな小さな自然も発見する様

子が見られた。また、栗狩り後に毬(いが)から栗を取

りだす方法が面白かったらしく、夢中で取り組んでい

た。このような新しい発見をしたことや寝袋で寝る体

験、野外での食事体験などの初めての体験が新鮮で印

象的だったようだ。必ず子どもの原体験として、生涯

にわたる感性の源泉として流れていくのではないかと

思われる。 
④ 宿泊体験については、特に子どもの自立心や家族へ

の思いに対する教育効果を評価する保護者が多かった。

改めて親であることへの感謝を感じる保護者もいて、

双方にとってのいい体験になったようである。また、

箸が使えるようになったり嫌いなものが食べられたり

といった、集団や環境の中で成長した例も見られた。 
一泊という短い期間であっても丁寧な対応をするこ

とで、子どもにとっての大きな成長のきっかけにつな

がることが示唆された。以上のような結果から、短期

間であっても一人で宿泊するという体験や日常と離れ

た大自然での体験は、少なからず幼児の成長を高める

きっかけにつながる可能性があることがわかった。つ

まり、子どもにとっては大変印象的な体験であり、そ

れを繰り返し思い出しつつ、その後の生活に生かして

いくことによって、芽生えた力がさらに伸びていく可

能性が考えられる。このような自然体験教室を継続し

て実施し、さらに効果の検証をしていきたい。 
自然に親しむ保育の有効性を踏まえ、幼稚園・保育

所では特色ある保育として、日常的な自然体験に加え

て、積極的に宿泊自然体験活動を実施することが望ま

しい。しかし、保育者は業務に追われ、また、自然領

域の指導力に自信がないなどのハードルがあり、まし

てや宿泊となると、労働時間や人件費との兼ね合いか

らますます保育現場では実施しにくいのが現状であろ

う。今後、このような現状を打開する方法の検討が課

題であるが、NPO 活動などは盛んになってきているこ

とから、外部団体との連携なども有効と考えられる。 
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